
 

 

 

 

 

 

 

 

取 材 日：平成２９年４月３０日（日） 

 

郡山女子大学附属高校ハンドボール部 

桜の花が散り始めた春の陽ざしの朝、冨本栄次先生の指導の下、体育館からは彼女たちの元気な声が響いて

いました。 

福島テレビの藺草英己アナウンサーがハンドボールのルールについて冨本栄次先生から説明を聞くなど視聴

者の目線で体験レポートをしました。練習後、冨本先生、キャプテンの矢作 陽さん、坂牧朋奈さんがインタ

ビューに答えてくれました。 

インタビューの最中、マネージャーがおにぎり作りの準備を始めました。体作りのために毎日米２升を炊

き、練習後に美味しそうに頬張っていました。郡山女子大学附属高校の強さは、チーム力の強さだと感じまし

た。 

 

日頃から意識していることは？ 

冨本先生：「ボールを使う練習以外にお互いの体重を利用して背負ったり、抱きかかえたりしながら体幹トレー

ニングを行っています。接触がある競技なので体幹をしっかりさせていくことを意識しています。お互いに協

力することでチームのまとまりも強くなってきたように感じます。」 

チームの特徴は？ 

坂牧さん：「ディフェンスからの速攻の攻撃を得意としています。一人ひとりの個性が強く、元気なチームで

す。チームの目標である“ベスト４”に向けて頑張っています。」 

地元で開催されるインターハイへの思いは？ 

矢作さん：「地元開催なので期待に応えられるようにしたいです。自分たちの目標に向けて、一戦一戦を大切に

していきたいと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
H2９．６．５ No.２６ 

 

郡山女子大附属高校女子ハンドボール部、学校法人石川高校男子ハンドボール部が県政広報番組に 

出演しました。！ 



学校法人石川高校ハンドボール部 

強豪、群馬県立富岡高校との練習試合を取材しました。準備体操が始まると、お昼休みの和やかな笑顔から

一転、雰囲気が変わっていくのを感じました。小針竜之先生の指導に対して、自分たちのすべきことを確認し

ながら練習に取り組んでました。アップ中に、午前に引き続き藺草英己アナウンサーがレポーターとしてゴー

ルキーパーを体験し、「男子のスピードとパワーはすごい迫力で、逃げることもできず、目を瞑ってしまいまし

た。」と感想を述べていました。 

練習試合の合間、小針竜之先生先生、キャプテンの有賀 睦君、ゴールキーパーの河邊 将君、副キャプテ

ンの首藤悠河君がインタビューに答えてくれました。 

 

日頃から意識していることは？ 

小針先生：「私自身も学法石川高校のＯＢで、父親が監督をしていました。日頃から父親に追いつけるよう努力

しています。受け継いだ学法石川高校らしさを残しながら、時代の変化に対応しつつ特徴のあるチームにして

いきたいと思います。」 

小針先生はどんな先生ですか？また、日頃意識していることは 

首藤君：「もちろん厳しい時もありますが、いいプレーをすると必ず褒めてくれる優しい先生です。意識してい

ることは、日頃からの行動です。結果には私生活が出る、だらしないのも結果に出ると先生からいわれている

ので部員全員がファミリーとしての団結力と責任をもって行動しています。」 

ゴールキーパーをやろうとしたきっかけとやりがいは？ 

河邊君：「中学校の頃から身長が高かったので先生に勧められたことがきっかけで、やりがいはノーマークシュ

ートを止めたときです。上位入賞を目指し、チーム一丸となって頑張ります。」 

地元で開催されるインターハイへの抱負は？ 

有賀君：「南東北インターハイを目標に学法石川高校ハンドボール部に入部しました。高校三年間の集大成とな

るインターハイなので、支えて下さった方々に感謝し、自分たちのプレーをすれば結果が出てくることを信じ

て上位入賞を目指します。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１３日（土）福島テレビ（FTV）「サタふく～ふくしま調査隊～」の中で紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

白河実業高校自転車競技部 

取 材 日：平成２９年５月１６日（火） 

取材場所：白河の関周辺 

 

班目真紀夫先生の指導の下、黙々と練習に取り組んでいました。４人１組で途中に「もがき」といわれる全

力疾走を組み込みながら、各自の課題に取り組む姿が見られました。 

練習後に班目先生、キャプテンで全国選抜大会１㎞タイムトライアル入賞経験のある石井洋輝君、２年生の

大島龍君と鈴木貴大君、女子キャプテンの三森彩桜さんがインタビューに答えてくれました。 

 

自転車競技部に入部したきっかけは？ 

大島君：「家の近所で練習をしている競輪選手の姿に憧れて、小学校４年生からロードバイクを始めました。自

転車競技をしたくて、白河実業高校に入学しました。」 

三森さん：「中学生の時、卒業した先輩から自転車競技の存在を聞いて興味を持ちました。正式種目となるのは

来年度からですが、公開種目として出場するので上位入賞を目指して頑張っています。」 

自転車競技の魅力は？ 

石井君：「自転車競技は強いだけでも勝てません。力がなくても、運がよければ勝てる可能性もあります。相手

との駆け引きも見所の 1つだと思います。」 

鈴木君：「体一つでレースを展開する迫力とスピード感のあるレース運びが魅力です。」 

地元で開催インターハイへの思いは？ 

石井君：「貴重な機会だと感じています。今まで指導をいただいてきた先生方や競技をやらせてくれる家族、お

世話になった方々に恩返しの気持ちを込めて頑張りたいと思います。」 

日頃、意識されていることは？ 

班目先生：「脚力、判断力、運により勝敗が左右されます。スタート位置につくまでの間、やり残したことがな

いように送り出したいと思っています。ぜひ会場で選手の直向きな姿を観に来てください。」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送局：福島中央テレビ（ＦＣＴ）  

県政広報番組 ゴジてれ Chu！「ふくしま未来通信」 

放送日：６月６日（火）１５：５０～１６：５０台ニュースのコーナー 

白河実業高校自転車競技部、会津工業高校ボクシング部が県政広報番組に出演します！ 



会津工業高校ボクシング部 

取 材 日：平成２９年５月１８日（木） 

取材場所：会津工業高校内 ボクシング練習場 

 

長谷沼徹先生の指導の下、日射しも強く暑い日でしたが選手たちは真剣に練習に取り組んでいました。 

練習前に長谷沼先生、キャプテンで昨年の東北選抜大会一年生の部ライトウェルター級優勝の星輝彦君と同

大会バンタム級優勝の小池凌雅君、同学年の齋藤崚君と田部柊哉君がインタビューに答えてくれました。 

 

ボクシング部に入部したきっかけは？ 

星 君：「会津工業高校と言えばボクシング部が有名ですし、先輩に憧れて入部しました。」 

田部君：「精神的に強くなりたいと思って入部しました。練習すればするほど、強くなってきていると感じてい

ます。入学当初はつらいと思ったこともありましたが、今では楽しいです。」 

ボクシングの魅力、見所は？ 

齋藤君：「打ったパンチがあたるところです。次の大会では、1 勝でも多く勝つ気持ちで練習しています。見所

は、近距離での激しい攻防戦です。実際の会場で緊張感を感じて欲しいです。」 

田部君：「練習するほど強くなるところです。」 

地元で開催インターハイへの思いは？ 

星君、小池君：「地元開催のインターハイで出場できる機会があることは貴重な経験です。地元の声援を受けて

試合に立てると思うと気持ちが高鳴ります。日頃から一生懸命に練習をして、全国の選手たちに失礼のない試

合をしたいと思います。」 

日頃、意識されていることは？ 

長谷沼先生：「日頃から一生懸命に頑張っている成果を出し切れるように寄り添っていくだけです。危ない競技

と思われますが、選手たちのプレーを間近で見ると真剣さが伝わると思います。ぜひ会場に来て、応援してく

ださい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送局：福島中央テレビ（ＦＣＴ）  

県政広報番組 ゴジてれ Chu！「ふくしま未来通信」 

放送日：６月１３日（火）１５：５０～１６：５０台ニュースのコーナー 



いわき海星高等学校は福島県内唯一の水産高校です。本校は練習船｢福島丸｣ 

             を所有しており、海の日には小名浜港で一般公開を実施しています。毎年 

2000 人以上見学に訪れる一般公開の日に、平成 29 年度南東北インターハイ 

のＰＲ活動及び、ティッシュの配布を行いました。また、昨年 11月に開催さ 

れた文化祭｢海星祭｣において、平成 29 年度南東北インターハイのＰＲ活動を行いました。 

 福島県いわき市では自転車競技（トラック）が開催されます。残り２ヶ月間、全力でＰＲ活動を行い、サ 

ポートしていきます。福島県立いわき海星高等学校ホームページ：http://www.iwakikaisei-h.fks.ed.jp/ 

              磐農の推進委員会です。いわき市の良い所を紹介したいと思います。いわき 

市は福島県の南東に位置し、名所として「アクアマリン」水族館や、映画で話 

題となった、「ハワイアンズ」があります。いわき市の中心街に「いわき平競 

輪場」があり、今回のインターハイ「自転車競技」の会場となり、多くの選手 

が集結します。磐農推進委員会は自転車競技を行う高校生を応援します。 

               勿来高等学校推進員会では、在校生はもちろん、勿来地区の方々にもイン 

ターハイを知ってもらうため、勿来駅での広報活動を行ってきました。特に 

いわき地区（平競輪場）で開催される自転車のトラック競技についての広報 

活動に力を入れてきました。 

少しでもインターハイが盛り上がるよう私たちにできることを精一杯行っていきます！ 

               勿来工業高校では、地元いわき市で開催される自転車競技の PR 活動を積 

極的に行ってきました。 特に、今年度力を入れたこととして、100日前イ 

ベントに向けてカウントダウン・ボードの製作を行いました。現在はいわき 

市役所に設置してあります。工業高校の特色を生かしたＰＲをすることが出 

来たかなと思います。  

今後も、南東北インターハイ全体を盛り上げることが出来るように、頑張りますので、選手の皆さんにも残

りわずかですが、頑張って欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のカウントダウン「絆リレー」は 

５/１５ いわき海星高校 ５/１９ 磐城農業高校 ５/２４ 勿来高校 ５/２６ 勿来工業高校  

５/２８ 好間高校 ５/３１ 遠野高校 ６/４四倉高校 の７校です。 

いわき海星高校推進委員会の皆さん(５/１５) 

磐城農業高校推進委員会の皆さん(５/１９) 

勿来高校推進委員会の皆さん(５/２４) 

勿来工業高校推進委員会の皆さん(５/２６) 

２９南東北カウントダウンリレー in 福島 

FU 



               好間高校生徒活動推進委員会では、ペットボトルのキャップを利用した絵 

や朝の挨拶運動で広報活動を積極的に行ってきました。 

これからも、いわき駅や好間のお祭り等で多くの人に対して広報活動を行 

っていきます。 

南東北インターハイが盛り上がるよう、精一杯活動していきます！ 

               遠野高等学校学校推進委員会では、いわき市で開催される「自転車競技」 

のＰＲ活動を全校生徒で積極的に行ってきたました。また、昨年 9 月に開 

催された地域のお祭りである「遠野歳時記 満月祭」で来場されるお客様方 

にティッシュを配布したり、幟旗を立てた特設ブースで説明をしたりするこ 

とで、この南東北総体の広報活動を行いました。 

みんなで盛り上げていきますので、全国の皆さんのお越しをお待ちしております。 

               四倉高校推進委員会では、いわき市平競輪場で開催される「自転車」競技 

の広報活動を積極的に行ってきました。自転車競技には、一般道路で競技を 

行う「ロード」と、専用のコースで競技を行う「トラック」があります。 

南東北インターハイ開催まであと５４日。四倉高校進委員会では、地域の 

方々に対して積極的に広報活動を行っていきます。全国から来県される選手のみなさん。応援していま

す！！南東北インターハイの公式 twitter は→https://twitter.com/29IH_fukushima 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ先 福島県教育庁健康教育課全国高校総体推進室 

       〒960-8043 福島市中町８番２号 県自治会館３階 ℡：024（521）8672 

好間高校推進委員会の皆さん(５/２８) 

遠野高校推進委員会の皆さん(５/３１) 

四倉高校推進委員会の皆さん(６/４) 


